
様式第 6号（第 14 条関係) 

 

会  議  録 

会  議  名 平成３０年度第２回粕屋町保健事業計画推進協議会 

 

開 催 日 時 

平成３０年１１月２７日（火） 

                    午後６時３０分から 

          午後８時００分まで 

開 催 場 所 粕屋町健康センター 

出席者

氏名 

委   員 案浦真二会長、松尾喬之副会長、山下高明、坂本睦子、長義

則、土居あゆみ、安本佳代、渡辺理恵（敬称略） 

職員・職氏名 吉武副町長、古賀課長、石川主幹、加治、川下 

 その他 株式会社明豊 中村 

欠席委員（者）氏名 祝部英明 

会議の公開・非公開   ☑ 公開  □ 一部非公開  □ 全部非公開 

会議を公開しない 

理由 

 

傍聴人の数 なし 

会議資料の名称 健康かすや 21 計画中間評価アンケートの結果・骨子案報告 

 

審議会等の内容 

内 容    

 1) 町長及び会長あいさつ 

2）健康かすや 21 アンケート調査結果・課題報告 

3）骨子案について 

 

協議会からの意見・提案・質問 

渡辺委員：健康かすや 21 の認知度が評価 D ではあるが、健康づくり課は頑張っていると思

う。アンケートの質問が「健康かすや 21」を知っていますかだと認知度は低い

と思うので、「粕屋町が健康に関する取り組みをしているのを知っています

か？」だと認知度がよかったかもしれない。 

     P105 の質問で、テレビやインターネットから情報を入手している人が多い。能

動的に情報を入手できるものに働きかけるのではなく、受動的でも情報が入手

できるものにもっと力を入れてもいいと思う。 

     運動習慣の課題で、働き世代の運動習慣が少ないという考え方だが、働いてい

る人は週１回しているだけでもすごいと思う。65 歳以上の人と一緒の評価の仕

方だとちょっと違う気がする。 

     食育の推進はなぜ健康づくり課が実施するのか。担当が違うと感じる。 

石川主幹：今回、県の意向と関係課で協議をして健康づくり課が主体になって、この計画

に含めることになった。今回のアンケート結果でも若い世代の食生活が乱れてい

る結果が出ているので、そのような部分を中心に取り組みたいと思っている。 

松尾副会長：回収率はこんなに低いのか。医師会でするものだと 60％程度はある。 

      生活習慣病は、運動習慣の有無でも違う。確かに週１回運動しているだけで

違うと思う。国も県もすすめているかかりつけ医の有無の質問をいれてほし

かった。このようなアンケートをするときは、次回から前もって教えてほし

い。役所では、色々な課が同じことをしていることも多い。どこが主体です

るかはっきりさせて、連携をしっかりとりながら行った方がいい。 

 

質疑応答 （食育推進計画について） 



松尾副会長：いろいろな課が関係しているようだが、実際には連携がとれていないのでは。

健康づくり課が中心となってしなければいけない。 

古賀課長：関係課と話し合った結果、健康づくり課が乳幼児からかかわりがあり、最も適

しているのではという結果になった。これから各課と連携を取りながら実施し

たい。 

 

質疑応答 （骨子案について） 

松尾副会長：国、県の動向はあると思うが、町独自の取組みをした方がいい。粕屋町は高

齢化率が低く、出生率が高いので、いいところを生かしてほしい。認知度も

下がっているので、もっと取組みを積極的に行ってほしい。 

石川主幹：子育て世代が多いので、乳幼児健診等を活用しながら若い世代へ意識づけして

いきたい。最近は、係の中でも特定健診に重点を置いていたため、健康かすや

の取組みが十分ではなかったと感じている。また、以前は健康かすや 21の作業

部会で住民の方も多く関わっていたため、住民の方の口コミも効果があったの

ではないかと思っている。 

松尾副会長：特定健診も大事なので、両方頑張ってもらいたい。 

坂本委員：福岡県は食育推進計画の策定状況が低い。県では農林関係の部門が作っている

が、健康づくりとリンクしていることも多いので、どちらが主管課になっても

横断的にやっていくことが大切。 

アンケートの評価については、国のやり方と一緒でいいと思う。今回、若い女

性の結果が悪かったが、国民栄養調査でも粕屋町を調べたところ、若い世代は

偏りがみられていた。若い世代が多いので、そこに重点を置くのもよいと思う。 

松尾副会長：アンケートの評価は、国のやり方とは別に、自己評価をしてみてもいいので

は。 

案浦会長：計画は、粕屋町の特徴を考えて、様々な団体のエキスパートに知恵を借りたり、

住民も入れてもっとみんなが興味を持つようなものを。 

渡辺委員：ライフステージに応じた課題と書いてあるので、健康推進係だけではなく、母

子保健係も一緒に計画に参加したほうがいいと思う。 

松尾副会長：パブリックコメントはどうやってするのか。 

渡辺委員：介護の計画の時は、委員さんより事業所に置いてはと意見をいただいた。 

石川主幹：意見が集まりそうな場所を検討します。 

 

今後の予定 

12 月～1月頃にかけて原案を作成し、2月頃パブリックコメントの実施、第 3回の粕屋町保

健事業計画推進協議会を開催する予定。 

 

 


